
（別添）

【費用対効果の算定内容】

１．費用対効果の算定根拠

２．統一的な事項

①費用及び便益の現在価値化

②便益の計測方法

③施設の耐用年数

３．費用項目（Ｃ）

　費用対効果分析については、『水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン』（平成22年11月改訂　水産庁漁港漁場整備
部）に基づき行った。

　投資額、耐用年数期間に発生する年間便益を、現在価値化して用いる。なお、現在価値化の基準年は、平成23年とし、社会
的割引率は4％とする。

総費用、総便益の算出方法
○総費用
　総費用は、各年度ごとの投資額及び維持管理費を現在価値化した和である。
　　C=Σ（Cn×Rn）＝事業着手年度の費用C×その年度の社会的割引率R＋1年後のC＋1年後のR＋2年後のC×2年後のR
　　　　                        ・・・・・＋耐用年数最終年度のC×その年のR
○総便益
　総便益は、各項目ごとの年間便益が対象施設の耐用年数期間中、継続して発生することとする。
　　Ｂ＝Σ（Bn×Rn）＝便益発生初年度の便益B×その年度の社会的割引率R＋1年後のB×1年後のR＋2年後のB×2年後のR
　　　　                          ・・・・・＋耐用年数最終年度のB×その年のR
　　　Cn：n年後の年度に要する費用　　Bn：n年後の年度に発生する便益　　Rn：n年後の年度の社会的割引率

　消費者余剰法（漁業者や地域住民等が漁港施設等を利用したときの直接の利用便益を計測）により算出する。

　原則として、漁港施設は５０年とする。

主な項目
費用

（百万円）
総費用

（百万円）
主な内容

整理番号 H23－ 10

《 費 用 対 効 果 分 析 説 明 資 料 》

事業名 水産流通基盤整備事業 地区名等 白糠

漁港施設 ○施設整備に要する費用 計

・白糠漁港（外郭・水域・係留・輸送・用地）

○維持管理に要する費用

※供用開始から50年間　1百万円/年・漁港

４．便益項目（B）

５．費用対効果分析の結果

=《再々評価時》 B/C= 31,174 百万円　/ 25,207 百万円 1.24

合計 1,767,395 31,174

生活環境の改善効果 46,381 819 道路整備による背後集落居住者の移動時間短縮

避難・救助・災害対策効果 998 18 漁港拡張による激浪時の他港避難の解消

水産物生産コストの削減効果 1,267,681 22,350 岸壁整備と静穏度向上による陸揚作業時間縮減効果　等

漁業就業者の労働環境改善効果 452,335 7,987 港内静穏度向上による安全性向上、用地整備による作業の軽労化

主な項目
年間便益
（千円）

総便益
（百万円）

主な内容

100

合計 21,530 25,207

21,530 25,207 21,430

21,430
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2
）

チ
ェ
ッ
ク
欄

環
　
境

　
配

　
慮

　
指

　
針

具
体

的
な

内
容

１
　
土

地
・
植

生
の

改
変

（
造

成
、
敷

地
整

備
）
段

階
で
の

環
境

配
慮

□
（
２
）
地

形
や

地
盤

の
改

変
に
係

る
環

境
配

慮

□
・

搬
入

土
砂

の
土

質
試

験
を

行
い

土
砂

の
性

状
を

十
分

に
配

慮
す

る
と

と
も

に
、

溶
出

試
験

を
実

施
し

有
害

物
質

の
有

無
を

把
握

す
る

。

□
（
３
）
水

系
や

水
辺

の
変

更
に
係

る
環

境
配

慮

□
・

道
路

の
建

設
に

あ
た

っ
て

は
、

ト
ン

ネ
ル

化
や

オ
ー

プ
ン

カ
ッ

ト
が

不
要

な
場

所
を

選
定

し
、

伏
流

水
や

地
下

水
へ

の
影

響
防

止
に

努
め

て
い

る
。

□
（
４
）
海

域
環

境
の

変
更

に
係

る
環

境
配

慮

□
・

防
波

堤
等

の
建

設
に

あ
た

っ
て

は
、

潮
流

へ
の

影
響

を
配

慮
し

て
い

る
。

□
・

海
上

工
事

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、

施
工

環
境

監
理

者
を

配
置

す
る

こ
と

を
義

務
づ

け
て

お
り

、
周

辺
海

域
の

自
然

環
境

や
水

生
生

物
の

生
育

環
境

に
配

慮
し

た
施

工
を

行
っ

て
い

る
。

□
・

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

等
を

設
置

す
る

に
あ

た
っ

て
は

、
周

辺
に

な
じ

ん
だ

既
設

ブ
ロ

ッ
ク

と
同

型
の

も
の

を
使

用
し

て
い

る
。

□
（
５
）
敷

地
整

備
段

階
で
の

重
機

の
使

用
に
係

る
環

境
配

慮

□
・

使
用

す
る

機
器

は
、

基
本

的
に

排
気

ガ
ス

対
策

型
及

び
低

騒
音

型
、

低
振

動
型

を
使

用
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

使
用

す
る

機
器

は
基

本
的

に
排

気
ガ

ス
対

策
型

及
び

低
騒

音
型

低
振

動
型

を
使

用
す

る
こ

と
と

第
三

次
青

森
県

環
境

計
画

開
発

事
業

等
に
お
け
る
環

境
配

慮
指

針
チ
ェ
ッ
ク
表

（
土

地
の

改
変

な
ど
の

敷
地

整
備

や
建

築
・
建

設
段

階
）

（
事

業
名

：
白

糠
地

区
水

産
流

通
基

盤
整

備
事

業
）

盛
土

や
埋

土
を

行
う

場
合

に
は

、
搬

入
す

る
土

砂
の

性
状

な
ど

に
十

分
配

慮
し

、
地

下
水

汚
染

物
質

な
ど

が
含

ま
れ

る
土

砂
等

の
使

用
を

避
け

る
と

と
も

に
、

地
下

水
や

環
境

汚
染

の
防

止
に

努
め

る
。

道
路

等
の

整
備

に
当

た
っ

て
は

、
ト

ン
ネ

ル
化

や
オ

ー
プ

ン
カ

ッ
ト

な
ど

に
伴

う
伏

流
水

や
地

下
水

の
保

全
と

流
路

の
分

断
防

止
に

努
め

る
。

海
岸

や
海

域
環

境
の

変
更

に
伴

う
潮

流
の

変
化

な
ど

海
象

条
件

の
変

化
に

よ
る

海
域

生
態

系
へ

の
影

響
防

止
に

努
め

る
。

埋
立

て
や

干
拓

、
堤

防
の

設
置

や
し

ゅ
ん

せ
つ

な
ど

に
よ

る
土

砂
や

底
質

の
自

然
環

境
へ

流
出

、
潮

流
の

変
化

に
よ

る
沿

岸
の

侵
食

や
堆

積
作

用
の

変
化

な
ど

、
海

象
条

件
の

変
化

に
よ

る
海

域
生

態
系

や
水

質
へ

の
影

響
の

防
止

に
努

め
る

。

海
岸

線
の

変
更

、
防

波
堤

や
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
な

ど
を

設
置

す
る

場
合

は
、

海
岸

景
観

の
保

全
と

地
域

景
観

と
の

調
和

に
配

慮
す

る
。

植
生

の
伐

採
、

地
形

や
地

盤
の

改
変

な
ど

を
行

う
場

合
の

重
機

の
使

用
に

伴
う

排
ガ

ス
や

騒
音

・
振

動
が

周
辺

の
生

活
環

境
や

野
生

動
物

の
生

息
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
の

防
止

に
努

め
る

。

低
騒

音
防

振
機

器
の

活
用

遮
音

壁
な

ど
の

設
置

野
生

動
物

の
繁

殖
時

期
に

お
け

る
重

機
の

使
用

抑
制

な
ど

に
努

め

✓

✓
✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓✓ □
・

使
用

す
る

機
器

は
、

基
本

的
に

排
気

ガ
ス

対
策

型
及

び
低

騒
音

型
、

低
振

動
型

を
使

用
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
さ

ら
に

施
工

計
画

に
よ

り
希

少
生

物
等

の
繁

殖
時

期
を

避
け

る
よ

う
工

程
を

調
整

す
る

□
・

土
砂

運
搬

車
両

に
つ

い
て

は
、

速
度

に
十

分
配

慮
し

、
積

載
量

を
厳

守
す

る
。

ま
た

、
防

塵
マ

ッ
ト

及
び

散
水

に
よ

り
万

全
の

処
置

を
と

っ
て

施
工

し
て

い
る

。

□
（
６
）
土

砂
等

の
搬

出
・
搬

入
に
係

る
環

境
配

慮

□
・

埋
立

材
に

は
現

場
内

浚
渫

土
砂

等
の

地
域

内
発

生
材

を
再

利
用

し
、

可
能

な
限

り
同

地
の

も
の

を
使

用
し

て
い

る
。

□
・

現
場

発
生

材
は

す
べ

て
再

利
用

す
る

こ
と

か
ら

、
他

地
域

へ
の

搬
出

は
な

い
。

□
・

埋
立

材
の

溶
出

試
験

等
を

実
施

し
、

有
害

物
質

の
有

無
を

確
認

し
て

い
る

。

□
（
７
）
廃

棄
物

処
理

等
へ

の
配

慮

□
・

抜
根

等
の

現
場

発
生

物
は

、
処

理
施

設
へ

搬
出

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

□
・

工
事

に
お

い
て

発
生

す
る

建
設

廃
棄

物
及

び
建

設
副

産
物

に
つ

い
て

は
、

処
理

方
法

を
明

示
し

、
適

正
に

処
理

し
て

い
る

。

２
　
建

造
物

等
の

設
置

、
建

築
・
建

設
段

階
で
の

環
境

配
慮

□
（
１
）
道

路
（
車

歩
道

）
、
雨

水
排

水
路

の
設

置
に
係

る
環

境
配

慮

□
・

道
路

の
建

設
に

あ
た

っ
て

は
、

野
生

生
物

の
生

息
地

と
言

わ
れ

て
い

る
場

所
を

避
け

る
よ

う
に

配
慮

し
て

い
る

。

低
騒

音
・

防
振

機
器

の
活

用
、

遮
音

壁
な

ど
の

設
置

、
野

生
動

物
の

繁
殖

時
期

に
お

け
る

重
機

の
使

用
抑

制
な

ど
に

努
め

る
。

重
機

に
よ

る
地

形
改

変
な

ど
を

行
う

場
合

は
、

適
切

な
散

水
な

ど
に

よ
り

土
ぼ

こ
り

の
発

生
防

止
に

努
め

る
。

土
地

の
改

変
な

ど
を

行
う

場
合

は
、

地
域

内
か

ら
地

域
外

へ
の

土
砂

の
搬

出
入

の
抑

制
に

努
め

る
。

表
土

や
植

物
を

他
地

域
へ

搬
出

す
る

場
合

は
、

搬
入

地
で

の
生

態
系

へ
の

影
響

に
十

分
配

慮
す

る
。

搬
入

す
る

土
砂

な
ど

に
含

ま
れ

る
土

壌
汚

染
物

質
の

有
無

を
確

認
す

る
な

ど
、

改
変

地
域

及
び

周
辺

地
域

の
地

下
水

や
土

壌
へ

の
影

響
の

防
止

に
努

め
る

。

地
形

改
変

等
に

伴
っ

て
発

生
す

る
抜

根
な

ど
は

適
正

に
処

理
す

る
。

建
築

物
等

の
解

体
に

伴
う

建
設

廃
材

な
ど

は
で

き
る

だ
け

リ
サ

イ
ク

ル
に

努
め

、
リ

サ
イ

ク
ル

で
き

な
い

廃
棄

物
は

適
正

に
処

理
す

る
。

道
路

な
ど

の
整

備
に

伴
う

野
生

動
物

の
繁

殖
地

と
生

息
地

と
の

移
動

空
間

の
分

断
を

避
け

る
よ

う
に

配
慮

し
、

適
切

な
生

物
移

動
空

間
の

確
保

と
創

出
に

努
め

る
。

✓

✓
✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓✓

✓

✓
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配
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具
体

的
な

内
容

（
事

業
名

：
白

糠
地

区
水

産
流

通
基

盤
整

備
事

業
）

□
・

盛
土

及
び

橋
梁

の
建

設
に

際
し

て
、

法
面

を
緑

化
す

る
な

ど
景

観
に

配
慮

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

□
・

道
路

の
建

設
に

あ
た

っ
て

は
、

照
明

施
設

の
設

置
場

所
を

民
家

等
の

隣
接

地
に

な
ら

ぬ
よ

う
に

配
慮

し
、

公
害

防
止

に
努

め
て

い
る

。

□
（
６
）
海

底
・
海

中
建

造
物

の
設

置
や

建
設

に
係

る
環

境
配

慮

□
・

海
上

工
事

を
行

う
に

あ
た

っ
て

は
、

浮
泥

等
の

拡
散

を
最

小
限

に
と

ど
め

る
た

め
汚

濁
防

止
膜

を
施

工
区

域
に

設
置

し
て

い
る

。

道
路

な
ど

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

高
盛

土
や

高
架

等
に

よ
る

景
観

の
分

断
や

大
規

模
法

面
の

発
生

な
ど

を
で

き
る

だ
け

抑
え

、
適

切
な

緑
化

な
ど

に
よ

る
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。

道
路

な
ど

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

夜
間

等
に

お
け

る
光

害
の

防
止

、
照

り
返

し
な

ど
の

防
止

に
配

慮
し

た
街

路
樹

の
設

置
や

沿
道

の
樹

木
、

緑
地

の
保

全
な

ど
に

努
め

る
。

海
底

や
海

中
建

造
物

の
建

設
に

当
た

っ
て

は
、

海
流

等
へ

の
影

響
、

底
質

の
か

く
は

ん
な

ど
に

よ
る

水
質

汚
濁

や
海

洋
生

態
系

へ
の

影
響

に
十

分
配

慮
し

、
海

域
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。
✓

✓

✓ ✓
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事業名 地区名
漁港・
漁場名

【位置図】

【計画平面図】

白糠漁港 施行場所：下北郡東通村大字白糠
漁港管理者：青森県　　事業主体：青森県

（白糠地区）

水産流通基盤整備事業 白糠 白糠漁港

白糠漁港

（焼山地区）

白糠漁港

（泊地区）

白糠漁港

（白糠地区）

L =3

波
堤
(新
設
)

①沖防波堤(新設)　L=195.
0m

②
南

防

測量（深浅測量）　1.0式
土質調査(ﾎﾞ ﾘーﾝｸﾞ)　1．0式

設計(基本設計)　1．0式

白糠漁港

（焼山地区）

白糠漁港

（泊地区）

白糠漁港

（白糠地区）

L =30.0
mL=75.0m

L =
55
.0
m

L=135.0m

L=75.0m

L=24.
0m

L=213.1m

L=15.0m

L
=1
0 5
.0
m

堺川

鳥
の

明
神
川

荷 捌 施 設

赤

岩

神

社

製 氷 貯 蔵 施 設

荷

捌

所

白

糠

港

導

灯

糠 郵 便 局

協

同

組

合

白 糠 活 魚 館

物 見 崎 灯 台

白

糠

漁

業

製 氷 貯 蔵 施 設

い

さ

り

び

館

多

目

的

集

会

施

設

明神川端

明神上

1.9

30.9

10.3

17.5

27.6

22.5

5.7

26.2

16.8

3.6

3.2

26.5

15.3

4.8

9.9

26.3

25.5

4.2

5.3

2.6

28.8

2.5

5.1

27.9

6.5

10

20

1

20

20

漁
港

区
域

　
昭

和
26

年
11

月
14

日
（

農
林

省
告

示
第

40
1号

）

③
第
１
外
東
防
波
堤
(新
設
)

①沖防波堤(新設)　L=195.
0m

L =
8
0 .
0 m④東防波堤(新設)　L=230.0m

⑥東護岸(新設)

⑤
中
防
波

堤
(新

設
)　

L=1
60.0m

⑲
-3.0m岸

壁
(新

設
)

L=11
0.0m

取 付
L= 2 6 . 0 m ⑳-3.0m岸壁(新設)　L=144.0m

護
岸

(新
設

)

L=
50.0m

⑦
北
護
岸
(
新
設
)　

L=
16
0 .
0m

北
護
岸
　
L=
24
7 .
0
m

- 3 . 0 m 岸 壁 (新 設 )L = 4 7 . 0m

中
突

堤
L =

30
.0

m

-3.0m岸壁(新設)
L =9 2 . 0 m

取 付

L = 2 6 .0 m

-3.0m岸
壁

L
=113.5m

取
付

L=3
4.0m -4.0m岸壁　L=211.0m

L=
3
4.

0m
L=

42
.0

m
L=

32
.3

m

-3
.0
m岸

壁
東
防
波
堤

取
付

⑮-3.0m泊地(撤去)　L=50.0m

東護岸　L=70.0m

東防波堤　L=280.0m 東
防
波
堤

L=
11

3.
1m

中 防 波 堤L = 10 1 .2 m

-2.0m物揚場　L=126.0m

L =
1 7

.
0 m

取
付

- 2
. 0

m 物
揚

場
L =

5 7
. 5

m

船揚場　L=90.0
m

船揚場(改良)

V =5 , 2 00 . 0 m

A =2 , 8 30 . 0 m

⑰ - 4 . 0 m泊 地
2

3

-2
.0
m物
揚
場
　
L=
12
2.
0m

船
揚

場
L=

4 1
.0

mV = 2, 1 8 0m

A = 95 0 m

⑯ -2 . 0 m m泊 地
2

3

L= 5 0. 0m

２ 号
中 防

波 堤

L =
11
7 .

2m

北
防

波
堤

L =
72

. 0
m

２
号
中

防
波

堤

L= 2 6.
0 m島 防 波 堤

②
南

防
波

堤

南
防
波
堤
　
L
=130.0m

V = 95 , 0 0 0 m 3
A =  9 , 5 0 0 m 2

用 地

道
路
( 新

設
)　

L =
1
5 0
.0
m

道路(新設)　L=230.0m
用 地 A =  3 ,2 0 0 m 2

V =2 7 , 8 00 m 3

漁 具

漁 具

漁 具

漁 具

関 連

蓄

野

野

野

油

荷

荷

野 氷

野
油

道
路
(新

設
)　

L=
15
0.
0m

35

2
6

北
護

岸

2 221

3 6

29

37

30

L=
40
. 0
m L
=1
5.
0 m

L =
25
.0
m

L=90.0m

35 用地　1.0式

用地　1.0式
36

⑤
中
防
波
堤
(新

設
)

L=70.
0m

23

L =2 5 m

測量（深浅測量）　1.0式
土質調査(ﾎﾞ ﾘーﾝｸﾞ)　1．0式

設計(基本設計)　1．0式

凡　　　　　例

H14～H22施行

H13まで施行済

H23予定

H24～残計画

その他
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事業名 地区名
漁港・
漁場名

【計画平面図】

白糠漁港 施行場所：上北郡六ヶ所村大字泊
漁港管理者：青森県　　事業主体：青森県

（焼山地区）

水産流通基盤整備事業 白糠 白糠漁港

第１
東防波堤

　L=
363.

0m

L=20.0m

⑧沖
防波

堤
(新

設)　
L=2

55
.0
m

L=
120

.0
m

L=
30.

0m
L
=3
0.0

m

1 9. 1

2 3.1

2 3.8

3 .0

2 5. 1

1.3

六 ヶ所 村 種 苗
供 給 セン タ ー

1 .3

4.9

5 .2

-
8

-3

-7

-
8

- 6

-7

-6

-6

-
8

-6

-5

- 5

-
5

-
5

-
5

火

の

見

中 山 崎

稲

荷

製

氷

貯

蔵

施
設

泊 新 荷 捌施 設
泊 漁 業 協 同 組合

荷 捌 所

荷 捌 所

国道
３

３８
号

-7

-6

-
8

- 7

- 7

- 6

- 7

-6

-
8

-
10

-3

-5

-2

-5

- 1
0

-
1
0

-
10

-1 0

-4

-1

- 10

1
0

2 0

農林
省

告示
第40

1号
）

⑨
第
１

東
防

波
堤
( 新

設
)

L
=

3
0.

0
m

⑪第
１東防波堤

(改
良)　

L=23
0.
0m

⑫東
護岸(改

良)L=
66

.0m

北
護
岸
　

L=
13
1.
6
m

離岸堤　L=160.2m

-
3 .
0m岸

壁
　
L
=
1 0
9.
0
m

取
付

L
= 2

6 .
0

m

( 新 設
)- 3 . 0m

岸 壁

L = 8 0 .0 m

-4
.0m岸

壁(新設
)

L = 1 5 0 . 0 m

防雪防暑施設　1.0
式

- 4 . 0 m 岸 壁

⑩
突

堤

L =
50

.
0 m

⑩
突

堤
(新

設
)

L
= 4

0 .
0

m
L=

4 5
.

0 m
⑬

護
岸

(
新

設
)

取 付

L = 3 4 . 0 m
-3

.0m岸
壁

(新設
)　L=1

26
.0m

- 3. 0 m 岸 壁 L = 86
. 0 m

-
4 .0

m 岸
壁

L
= 8

1 .
0

m

壁

中
突

堤

L
=6

0.
0

m

A =
4 2

4 .
0 m

⑱
- 4
. 0
m泊

地
(撤

去
)

2

⑱-4.
0m泊

地(撤
去)

A = 5 7 6 .0 m 2

-3 . 0m 岸
壁L = 4 0m

- 4 . 0 m 岸 壁

L = 4 9 . 0 m

取
付

L
=

34
.

0
m

- 4 . 0 m 岸 壁

L = 9 0 . 0m

突
堤

L
=3

0.
0m

L = 2 9 . 0 m

北
防

波
堤

L =
67

. 2
m 2 4 - 2 . 0 m 物 揚 場( 新 設 )L = 1 5 . 0 m

- 2 . 0 m 物 揚 場
L = 1 0 0 . 5 m 護 岸

L = 3 1 . 5 m

船
揚

場

L=
8 8

.
2mL=

17
.

1m

突
堤 　

L = 5 2. 0 m

-4
.0
m岸

壁

東
防

波 堤L = 1 3 5. 2 m

東 護
岸

L = 52
. 0m

南
防波

堤
　
L=2 05 .7 m

L= 3
4 . 0 m

道路　L=2,9
00m

道
路
(
新
設
)　

L=
18
0 .
0
m

用
地

A =
8

, 7
00

m 2

用
地

A = 3 , 8 7 0 m
2

用 地
A =  4 , 5 0 0 m 2

V = 1 5 , 0 0 0 m 3

2 5

27403 1

34

26

3 93 8

冷

漁船

油

荷

漁具

漁船

荷

荷
漁具

野

野

-1

-2

-3

-
4

-5

-6

- 7

-
8

-9
-1
0
-
11

-1
2

-13

-14

道路(改良)32

L=2 0m

船揚場

L=
11
3
.4
m

L=
30.

0m

第
1東防

波堤（改良）
　L=19

5.0m

第1東
防波

堤（改良
）

L=3
5.0

m

沖
防波

堤
(新

設
)

L=
15.

0m

L=
30.

0m

（泊地区）

凡　　　　　例

H14～H22施行

H13まで施行済

H23予定

H24～残計画

その他

第１
東防波堤

　L=
363.

0m

L=20.0m

⑧沖
防波

堤
(新

設)　
L=2

55
.0
m

L=
120

.0
m

L=
30.

0m
L
=3
0.0

m

1 9. 1

2 3.1

2 3.8

3 .0

2 5. 1

1.3

2 1.1

14 .7

28. 82 1. 3

六 ヶ所 村 種 苗
供 給 セン タ ー

1 .3

4.9

5 .2

-
8

-3

-7

-
8

- 6

-7

-6

-6

-
8

-6

-5

- 5

-
5

-
5

-
5

1 0

火

の

見

中 山 崎

稲

荷

神

社

製

氷

貯

蔵

施
設

泊 新 荷 捌施 設
泊 漁 業 協 同 組合

荷 捌 所

荷 捌 所

国道
３

３８
号

-7

-6

-
8

- 7

- 7

- 6

- 7

-6

-
8

-
10

-3

-5

-2

-5

- 1
0

-
1
0

-
10

-1 0

-4

-1

- 10

1
0

2 0

漁
港区

域　
昭和

26
年11

月14
日（

農林
省

告示
第40

1号
）

⑨
第
１

東
防

波
堤
( 新

設
)

L
=

3
0.

0
m

⑪第
１東防波堤

(改
良)　

L=23
0.
0m

⑫東
護岸(改

良)L=
66

.0m

北
護
岸
　

L=
13
1.
6
m

離岸堤　L=160.2m

-
3 .
0m岸

壁
　
L
=
1 0
9.
0
m

取
付

L
= 2

6 .
0

m

( 新 設
)- 3 . 0m

岸 壁

L = 8 0 .0 m

-4
.0m岸

壁(新設
)

L = 1 5 0 . 0 m

防雪防暑施設　1.0
式

- 4 . 0 m 岸 壁

⑩
突

堤

L =
50

.
0 m

⑩
突

堤
(新

設
)

L
= 4

0 .
0

m
L=

4 5
.

0 m
⑬

護
岸

(
新

設
)

取 付

L = 3 4 . 0 m
-3

.0m岸
壁

(新設
)　L=1

26
.0m

- 3. 0 m 岸 壁 L = 86
. 0 m

-
4 .0

m 岸
壁

L
= 8

1 .
0

m

L
=

3 4
. 0

m
取

付

- 4 . 0 m 岸
壁

L = 1 2 .0 m

中
突

堤

L
=6

0.
0

m

A =
4 2

4 .
0 m

⑱
- 4
. 0
m泊

地
(撤

去
)

2

⑱-4.
0m泊

地(撤
去)

A = 5 7 6 .0 m 2

-3 . 0m 岸
壁L = 4 0m

- 4 . 0 m 岸 壁

L = 4 9 . 0 m

取
付

L
=

34
.

0
m

- 4 . 0 m 岸 壁

L = 9 0 . 0m

突
堤

L
=3

0.
0m

L = 2 9 . 0 m

北
防

波
堤

L =
67

. 2
m 2 4 - 2 . 0 m 物 揚 場( 新 設 )L = 1 5 . 0 m

- 2 . 0 m 物 揚 場
L = 1 0 0 . 5 m 護 岸

L = 3 1 . 5 m

船
揚

場

L=
8 8

.
2mL=

17
.

1m

突
堤 　

L = 5 2. 0 m

-4
.0
m岸

壁

東
防

波 堤L = 1 3 5. 2 m

東 護
岸

L = 52
. 0m

南
防波

堤
　
L=2 05 .7 m

L= 3
4 . 0 m

道
路(改良)　L=115.0m

道路　L=2,9
00m

道路(新設)　L =685.0m

道
路
(
新
設
)　

L=
18
0 .
0
m

用
地

A =
8

, 7
00

m 2

用
地

A = 3 , 8 7 0 m
2

用 地
A =  4 , 5 0 0 m 2

V = 1 5 , 0 0 0 m 3

1 0

2 0

1
0

2 0

2 7 .8

2 7 . 7

2 4 . 9

2 9 . 7

2 8 . 7

0 . 2

2 7 . 9

2 4 . 2

2 1 . 6

1 4 . 3

2 9 . 3
28.76

33.6

29.1

30.5

27.8

焼 山

国

267

EP

漁港区域　昭和26年11月14日（農 林省告示第401号）

2 5

27403 1

32
33

34

26

3 93 8

冷

漁船

油

野

荷

漁具

漁船

荷

荷
漁具

野

野

-1

-2

-3

-
4

-5

-6

- 7

-
8

-9
-1
0
-
11

-1
2

-13

-14

道路(改良)32

L=2 0m

船揚場

L=
11
3
.4
m

L=
30.

0m

第
1東防

波堤（改良）
　L=19

5.0m

第1東
防波

堤（改良
）

L=3
5.0

m

沖
防波

堤
(新

設
)

L=
15.

0m

道路　1. 0式

　地質調 査　1．0式

　用地買 収　1．0式

　設計　 1.0式（詳細設計）
　測量　 1.0式

L=
30.

0m

泊北防波堤
L=127.0m

泊第1東防波堤L=88.03m

泊南防波堤L=112.9m

泊
防
波
堤
　
L=
8 4
.5
m

泊北防波堤　L=100.0m

船揚場　L=263.5m

⑭沖防波堤（新設）

L=100.0m

L=29.0m
L=42.5m L=28.5m

漁港区域　昭和26年11月14日　（農林省告示第401号）
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地区名
漁港・
漁場名

【代表的な施設の構造図】

白糠漁港

・東防波堤　（白糠地区）

事業名 水産流通基盤整備事業 白糠漁港白糠

4.40

5.00

2.20

6.60

2.20 2.20

1.701.952.75

6.60

6.40

3.53

テトラポッド8t型(流用材)

H型鋼(SS400)100×50×5×7

L=1.0m @1.0m
H型鋼(SS400)100×50×5×7

L=1.0m @2.0m千鳥配置

場所打コンクリート

場所打コンクリート

1:
4/
3

+2.00

1:
0.
3 1

:0
.
3

0.500.50

+1.50

+2.50

テトラポッド25t型

1
:0.

5

水中コンクリート

+6.40

0.10 0.10

H.W.L   +1.452

L.W.L   +0.033

H.H.W.L +2.591

-3.4～-4.2

2個並び

埋戻コンクリート

埋戻コンクリート漏洩防止シート

・-3.0ｍ岸壁　（白糠地区）

 

4.40

5.00

2.20

6.60

2.20 2.20

1.701.952.75

6.60

6.40

3.53

テトラポッド8t型(流用材)

H型鋼(SS400)100×50×5×7

L=1.0m @1.0m
H型鋼(SS400)100×50×5×7

L=1.0m @2.0m千鳥配置

場所打コンクリート

場所打コンクリート

1:
4/
3

+2.00

1:
0.
3 1

:0
.
3

0.500.50

+1.50

+2.50

テトラポッド25t型

1
:0.

5

水中コンクリート

+6.40

0.10 0.10

H.W.L   +1.452

L.W.L   +0.033

H.H.W.L +2.591

-3.4～-4.2

2個並び

埋戻コンクリート

埋戻コンクリート漏洩防止シート

1.05

5.00

6.00

0.70

3.90

4.10

5.10

1
:0
.3

M.S.L ＋0.852

L.W.L ＋0.033

200H×2400L
防舷材

D.L ±0.00

1:
0.
3

裏埋土

係船柱 φ150

H.H.W.L ＋2.591

H.W.L ＋1.452

1:0.5

+1.50

0
.
2
0

0
.
2
0

0.50

+2.60

L=2000
コーナー保護材

車止め 150H×3000L 0.50

+2.50
2%

0.50

0.20

0.30
L 型 塊

割栗石（5～15cm）

防砂布

1：
1.2

0
.2

0
0.

4
0

0.
4
0 0.
3
0

ベ－スコンクリ－ト-3.90

-3.40

0.50 0.50

防砂目地板

再生砕石（最大粒径40mm）t=20cm

エプロン舗装（18-8-40）t=20cm
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地区名
漁港・
漁場名

【代表的な施設の構造図】

白糠漁港

・沖防波堤　　（焼山地区）

・第１東防波堤　　（焼山地区）

事業名 水産流通基盤整備事業 白糠 白糠漁港

8 45

2.20 5.90

9.70

0.10
1.40

9.5019.80

港　外　側
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上部コンクリート

▽ H.W.L  ＋1.452

▽ L.W.L  ＋0.033

ケーソン(2,149.26t/函)

15.0L×19.3B×14.0H

H形鋼 100×50×5×7 L=1.0m

2.0mピッチ（千鳥配置）

根固ブロック（無孔型；40.25t）

5.00L×2.50B×1.40H

被覆ブロック16ｔ型

根固ブロック（無孔型；57.50ｔ）

5.00L×2.50B×2.00H

被覆ブロック40ｔ型

捨石1000kg/個

捨石1000kg/個

摩擦増大マット

・沖防波堤　（泊地区）
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既設水中コンクリート
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シーロック15t型

（乱積：流用）

（
2層

厚
）

1:
1.
3

1: 1.3

1 :0
.5

港　外　側

CL

5.50 4.60

19.30

23.30

0.10 19.10 0.10

1.00
0.50

4.40 0.20 4.45 0.20 4.45 0.20 4.40
0.50
1.00

1.00

6.50 5.60

基礎捨石（30～200kg/個）
1:
2.
0

-11.5

1:
2.
0

港外側 港内側

中詰材 中詰材中詰材中詰材

1:1.5
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上部コンクリート

▽ H.W.L  ＋1.452
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ケーソン(2,149.26t/函)

15.0L×19.3B×14.0H

H形鋼 100×50×5×7 L=1.0m

2.0mピッチ（千鳥配置）

根固ブロック（無孔型；40.25t）

5.00L×2.50B×1.40H

被覆ブロック16ｔ型

根固ブロック（無孔型；57.50ｔ）

5.00L×2.50B×2.00H

被覆ブロック40ｔ型

捨石1000kg/個

捨石1000kg/個
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地区名
漁港・
漁場名

【航空写真、状況写真】

白糠漁港

（H19.8撮影）

事業名 水産流通基盤整備事業 白糠 白糠漁港

白糠地区

焼山地区 泊地区

白糠地区

係船岸の整備不足から、防波堤を係留施設として代替利用しているが、依然として不足していることから、早期の係留施設
の整備が望まれている。

外郭施設の整備不足により、港内静穏度が非常に悪く、係船岸への浸水が発生しており、漁船の係留等に支障がある。

国道３３８号から漁港内へのアクセス道路が狭く、かつ急勾配であるため、漁業者及び漁獲物運搬車両の通行に支障があ
り、漁獲物の出荷に時間を要している。

白糠地区

焼山地区 泊地区

白糠地区

焼山地区 焼山地区

焼山地区 焼山地区
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